局地災害対応におけるデジタルネットワークを用いた院内情報連携について by 小川 宗久 et al.















































平 1）、下田　広祐 1）、長島　光梨 1）、奥野　繁樹 1）、


































裕 1）、倉山　功治 2）、鈴木　隆雄 1）、宮田　昭 1）、































菜 1）、菅生　尚子 1）、赤坂　美里 1）、佐竹　真希子 1）、




DVT 既往者において脳・心血管障害のリスクは 20 年に亘る事が報
告されており、被災地においても DVT の遷延と長期予後への影響
が危惧される。






【結果】経年変化を追跡できた仮設住宅団地 4 ヵ所の平均 DVT 陽
性率の推移は 9.8%、9.4%、14.6%（平成 23 年度、24 年度、25 年度）
であった。被災地住宅 3 地域では 8.0%、10.8%（24 年度、25 年度）
であった。平成 25 年度の DVT 陽性症例の D-dimer 平均値は 0.62









【結語】震災後 3 年の経過で被災地における DVT は増加傾向であ
ることが疑われた。
